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ごあいさつ

開場20周年を祝して
3理事長矢野 登

開場20周年の記念「かぬま」を発行するので寄稿するよう連絡があった。

ペンを取って見るし 20周年記念号との銘をうつ以上、創立当時の思い出

などを書かないと紙上を飾るのにふさわしくないので、なかなか筆が進まな

かった。

それは、私が!鹿沼カントリー倶楽部のキャプテンをお引受けしたのが昭和

55年の春であるから、入会6年目という短期間の思い出のみで.ある。それで

も原稿用紙に書き初めると、色々の出来事が走馬灯のように浮かんで、きた。

まず最初の出来事IJ.、昭和38'年頃の事である。

ある秋の日の夕刻、仕事を終えて帰宅しようと準備中の事務所に、 2人の

青年の米訪を受けた。1人は旧知の福島章夫君、現専務取締役。同道したの

は章夫君の実兄で初対面の文雄君、現副社長であった。

来意IJ.r今度鹿沼にゴソレフ場を計画lしたので、字者11宮に事務所を欲しい」

との事であった。 当時ゴルフに熱中していた私は、早速三共物産ヒツレの一室

を提供する事にした。その後、若い張り切った青年社員の活動が始まった。

事務所の使用は 1年位で終ったが、その閥、当倶楽部予定地を視察する事が

できた。

視察をしていて特に記憶に残ってレるのは、現在の北インの11番から12番

にかけてであった。北12番の打ち下しは急坂で、コースにするのは無理がある

のではないか等と質問したところ、「ショートコースて最も面白いコースがで

きると思う」との返事に驚いた事も記憶に残っている。それにしてもコース

の全体は立木を切り倒したばかりで、この起伏の多い土地をゴルフ場に仕上

げる作業が果して順調に進みうるか等と心配しながら、激励の言葉を残して

辞去した思い出がはっきりと残っている。

その後十余年、国会に席を置く事になり、東京に住むようになった私は、

ゴルフとも別れる事になり、鹿沼カントリーのオープンに も出席できず、ご

無沙汰を続りる事になった。

昭和51年、国会を辞して後、月 3、4回ほどゴソレフをす るようになった。

荒れた山林の思い出が残る鹿沼カントリーにも足を運んだが、意外なほど整

然と完成したコースを目のあたりにして、人聞の力の偉大きに驚き、章夫専
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務 t苦心談を聞きながら一緒にプレーをして、 1コース毎に将米の改造計画

を聞く事ができた。「将来、自分のホームコースは鹿沼」と決めたのもこの時

であった。

54年の秋になって;理事長就任の話が山たが、年齢を考え国僻した。が、 当

時の足銀の藤松.iíIil(~からもお話があり、重責そ引受付る司王になった。

理事長を引受けてからの私の注文は、サービスの向上対策一本てあった。

1 .コースの整備による楽しいプレー、これがサービスの梅本である事。

2.社員全員のサービス精神の向上。

特にキャディ諸君は来場者一人ひとりに奉仕する事になる。従ってキャデ

ィ諸君のサーピスの向上l之、ゴ‘ルフ場全体のイメージアップにつながる。

この程度の私の注文であったが、実際は私の注文以上に毎月の計画が組ま

れる様になった。 55年に私が理事長に就任して以米、主なコースの改造は次

のようになっている。

。北16需の池の拡張 ・挫備O南14帯 ・15需のロング ・ミドル品ILみかえO黄金
3番の距離延長011'1.金4番の改造O北 1帯・ 13番な Eのi也造成。賞金i官への
架橋Oコース全般のグリーン及びティークーラウンドの改造O駐車場の拡張。

特に私の喜びは、借金をしてもコースの改善は進めるという経営陣の態度

であった。最近では改造資金の心配が私の役目のようになっている。

j昆i召カントリー倶楽部のキャディ諸君のサーピスの良い事は、すでにゴル
フ界に定評がある。

私が鹿沼カントリーに案内した経験のあるゴルフアーの感想の第一に出て

来るのが、キャディ諸君の親切な態度である。お|止辞でなく私の出入りする

ゴ‘ノレフ場の中て¥ 当倶楽部ほどキャディ諸君の親切なゴルフ場に行った事は

記憶にない。朝夕の送り迎えの徹底振りもnnに値するものがある。「あんな
に親切にされるので、 f誌は帰る時、次の鹿沼カン トリー行きを?決定している」
夜、の親しい友人の言葉だが、私もいつも この心境である。

今、私は、当倶楽部の理事長をお引受げした事に最高の誇 りと喜びを感じ

ている。社長、副社長、専務の、それぞやれに笑顔を忘れない1:1常が、この会

社を挙げてサーピス精神に徹底した社風を築き上げた事は議論の余地がなL、。

20年の節目を第二の出発点として、次の飛践をご期待申し上げ、 11自筆いた

し ます。(三共物産附取締役会長)
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ごあいさつ

健康づくりの責務を負って
$取締役会長柳田誠二郎

今日のゴルフの隆盛は、日本人が、いかに健康を希求するようになったか

の証明であります。健康を考えるだけの、ゆとりが、我々日本人にも生まれ

てきたと いう事なのでしょう。

しかし、これは見方を変えれば、健康を意識して考えなければならない程

に、我々は健康を窃かされているという逆説にもつながります。

経済や科学の進歩が人間の生活向上に果した役割を否定するわり仁はまい

りませんが、反商、文明によって其の健康が害われてきていると Lづ事実も

見逃がす事ができません。

最近タバコを吸う人が減っているにもかかわらず肺ヌゲンが培えつつあるの

も、i!tの中が忙しくなって人々の呼吸が知らず知らずの内に浅くなったとい

う微妙な関係によるのだそうです。

人々は健康を願い、ますます運動を求めます。健康は家庭の財産であり、

国の宝でもあ ります。と考えれば、ゴルフ産業tいう のは単にレジT一産業

というに tどまらず、国民の健康づ〈り、ひいては国の財産づくり tいう極
めて重要な責務を担っていると申せましょう。

今日ここに、20年の長きにEって この大事な責務を果たし、記念の祝典を

挙〈切るにあたりま して、私は当倶楽部会員の皆様ならびに経営陣、 社員の税

務に対し、 i楽〈感謝のなを表すると共に、 l台1{去はさらに会只の皆様また経営

陣、社員の方々が一体となり、和気Js1sのうちに、この重大な立務を果すべ
くお骨折り下さるよう心からお願い申し上げる次第であります。

燕風や

このティーに立ち

二十年

(日本航空欄相談役)
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ごあいさつ

“i. 開場20周年によせてS 常任顧問 藤松正憲、

当倶楽部は昨年12月21日、盛況挫に開場20周年を迎えましたが、その歩み

は決して坦々たるもので.はありませんでした。当初より土地の確保、会員募

集等に複雑な問題があって、難産の末ゃっ t開場にi暫ぎ着けたものの、長ら

くその後遺症に悩まされ、途中で何回か挫折しかげたように聞いております。

福島社長が、 共同経営者であった県外企業と手伝切り、単独で.経営される

ようになって面白を一新し、ょうやく軌道に乗 りました。その前後から私も、

福島父子の雄大なゴルフ場建設計画しこれに賭けるすさまじい熱意に動か

され、相談にあずかるようになり、 今日 に及んでいる次第です。

当倶楽部が現在のような繁栄をみるに至ったのは、もともと美しく、そし

て穏やかな自然環境の中に立地し、地形また起伏緩急よろしきを得、ゴルフ

場には最適であり、また東北縦1'1道路の開通、ゴルフブームの到米などの幸
運に恵まれたことによるものと思われますが、結局は、福島さん倖[1一家が相

協力してこれら恵まれた諸粂件を十二分に活用し、先見的経営に励まれ、そ

の血のi妻むような努力が花開らき、実を結んだものといえましょう。
今では45ホール、年間入場者15万人で、県内70のゴルフ場の最右翼の地位

を占め、納税、雇用、関連産業の育成な E地元発展に多大の貢献をしてお ら
れます。

私は、当倶楽部の気取らない大衆的な雰囲気が好きで、宇都宮在住中はよく

利用 しました。ふらつと一人で行くことが多かったので、東京・崎玉 ・千葉

方面からのフリ ーの米場者と一緒に廻り、大いに若返って一日を楽しく過ご

したもので、す。いまは{裂かしL、思い出で‘す。

昨年、記念式典に参列のため、三、四年ぶりに倶楽部を訪れましたが、瞥

見したところコース も大分改良され、また良く手入れされておるようで、 計

画中の9ホール増設完成の晩には一段 と京哨らしレコースになることと期待

しております。

「自分でやるスポーツ」としてゴルフの大衆化は大いに歓迎すべきことで、す

が、反面、プレーヤーのエチケット、?ナーの乱れ、進行渋滞、従業員とく

にキャディの不親切、行儀の悪さなどが、方々のゴルフ場で問題になってお

るようです。当倶楽部には、かかる苦情が出ないようお互いに相戒め、みん

なが楽しくプレーできる立派なゴ.ルフ場として、ますます発展するよう願っ

ております。各位の一層のご協力をお願L、いたします。

(足利銀行相談役)
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ごあいさつ

謹んで感謝
.代表取締役社長福島 充

鹿沼カントリー倶楽部が、お蔭様でj前20歳を迎える事ができました。

Hl!沼カントリー倶楽部を削る上で力を貸して下さった方々、そして20年間、

あたたかく時に厳しく育てて下さった方々、これら多くの皆様お一人お一人

に、心をこめて「ありがとうごぢいました」と御礼を申し上げます。

建設を計画した時から数えますと、すでに 4分の l世紀の問、私は!鹿沼カ

ントリ ー倶楽部と共に歩んでまいりました。長〈、そして短い、また辛〈、

楽しい四半世紀でありました。

ゴルフという素晴らしいスポーツを、自分の生涯の仕事にする事ができま

した事、そして、鹿沼としづ紫11，1;らしい風土を生かして、わずかではあって
も地域社会にn・献で主ました事は、私の何ものにも代えがたい喜びでござい
ます。

長い問、苦労を共に して下さった皆様ししみじみこの喜びを分かち合い

たいと存じます。

ゴルフは西洋で生まれたものでありますが、緑の中を散策し、自然と対話

し、自然との一体感を体験するニのスポーツは、もともと東洋的な趣きがあ

ります。和歌や俳句を生んだ我が固で、ゴルフが今のように隆盛をみたのも、

当然といえば当然の事なのでしょう。

西と*の国境?:越え、ゴルフ ~i今や全地球的なスポーツとなりました。人

間の恨源的な要求に根ざしたこのスポーツli、おそらくは、これからも京徴

する事なく生き続け、大衆に愛され続けるものと思われます。

そんな中で鹿沼カントリー倶楽部が果たして何歳まで生き続けるのか、我

々には知るすべもめりませんが、ぞれが何年であれ、その最初の20年聞を、
我々が涙と笑いをもって共有する事がてやきだと L、う事実li厳然たるものがあ

ります。

皆様から愛され親しまれるゴルフ場として生き続けるこ t念願い、重ねて
符様に感謝申し上げる次第て'す。

二十路を

迎え労苦の

報われし 凹柳
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ごあいさつ

夢は変わらず
一一・ 代表取締役副社長福島文雄

当倶楽部は、今守さかのぼる事23年前の昭和36年に、当社長の福島充が地

元代表として建設に参画いたし、 3年後の昭和39年10月に、県下9番目のゴ

ルフ場としてまず北コース18ホールをオープン、続いて翌年、衛コース18ホ

ールをオープンいたし、 36ホールという、当時tしては、まれに見る大型コ
ースとしてスタートいたしました。

昭和45年には、(附1m沼カントリー倶楽部として独立、福J印充が代表取締役

に就任いたしまして、以後、鋭意、経営の制新を図る一方、賞金コース 9ホ

ールの増設、あるいはクラブノ、ウスの大改造なE、逐次、施設の充実を図り
ながら、今日に至っております。

この問、鹿沼カントリー倶楽部な主軸として、グルーフ。各企業がilK生いた

し、1Ip，和50年じ11、鹿沼72カントリークラフ'が36ホールをオープン、就いて

II~和53年に、静岡県に富士御殿場コツレフ倶楽部が18ホールをオープンいたし

ました。

さらに、グループの主眼である「健康と安らま」の場の拡大を目指しま し

て、東京六本木と字書11宮にアスレティッククラブ rVIVI鹿友倶楽部」を、

i洋馬県に「尾瀬岩鞍スキー場」舎、さらにタイ同に「サリカ・コーヒ一民場」

を雄投、お蔭様で、それぞれ健全な経営を行なっております。

当倶楽部の、今日に至る道のりは、決して平!Jiなものでなく、時には厳し

い風'~f を通り抜けてまいりましたが、私共の建設当初からの変わらぬ願L 、 l之 、

0一つには、地元の振興発展に寄与させていただく事、
。 また一つには、 大衆のスポーツとしてのゴルフの普及に貢献する事、

。加えて、長期構想として、名門コース t呼ばれうるゴルフ場に育てる事、
要約すれば、以上の 3点でございました。

この20年の歩みの中で、お蔭様で、先の2つの目的につきましては、微力

ながら、なんとか、その一部を果たす事がで急たように思っております。

今後は、この20周年を契機といたしまして、 3つ目の願いであります 「名

門コース」を目指し、全力を傾けて過進してまいる決意でございます。

この!頼いに添い、すでに、新らたな 9ホーノレの地設計画を策定いたし、 一

部、|剥連工事にも取りかかっている現況にあります。54ホールとしづ、超大

型の名門コース舎建設する事が私共の夢て.ございます。このwの早期実現の
ために、社長、副社長、そして専務の福島章夫以下、全社員-").しとなって最

大限の努力を続けてまいりますので、どうか皆様、今後共、倍旧のご指碍な

らびにご鞭f蓮を賜りますよう、ひとえにお臨i~、申し上げる次第でございます。

最後に会員各位のご健勝をお祈り申し上げ、ご係修といたします。
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ごあいさつ

夢の実現に向けて
$ 専務取締役 福島章夫

私は昭和54年より当倶楽部の引場責任者として赴任しました。

当時1J:、他ゴルフ場と同様、平日の入場者が余り多くなく、当倶楽部は所

帯の大告な分、余計j滋しい状勢であ りましたため、やむを?えず土11起.EI Ulllに

依存する事が多く、皆織にご迷惑をおかけしたi時期がございました。

しかし、 矢貯昭事長はじめ尽11.~~会、委11会の皆探・のご助 1J;を j切りつつ、プ

レーヤーに楽しんでいただけるコースづくり、プレーヤーに満足していただ

けるサービス提供に力を注まました結果、幸いゴルフ人口のm力11!:. ~、う 1y 'j;t.

もあって平日の入場者がj析哨し、次第に土問 .EIIIW!への依存を脱却する事が

できました。

その後は、会員の方にできるだけ数多〈プレー してレただくため 「スター

トご子約の円滑化」に目標を定め、ビジタ一入場の抑制から、さらには毎月

J度の 「メンバーデー」 の設定し少しずつ努力を続けてまいった次第です。

しかしながら、まだまだ思想とは程遠く、 今後f昔旧の努力が必要である事

は中すまでもございません。

目下、さらに 9ホールの増設を計画lいたしておりますが、この 9ホール地

設を土台として、思想、を実引すべ〈、多くの会以の皆様にご広見をお聞きし

ながら、じっくりとJ十l直lを判Iし進めてまいりたく考えております。
在、は、赴任当11#から、コツレフ場の経営に|射する知識もほとん Eないまま 、

ただひたすら「プレーヤーの身になって考え る」事だけを忘れずに無我夢中

で努めてまいりました。その結果、そう大きな誤ちは しなかったように思い

ます。従って、これからも、この原則を大切にttいてまいる所存でございま
す。

しかしながら、たえずプレーヤーの身になる事は、そう容易な司王ではござ

いません。それを可能にするには、 Eうしても会員の皆様のご鞭捷tごHヒ戸

が必要となります。何卒引続きましてご高配をj協りますよう、ひとえにお願

い申し上げる次第です。
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鹿沼カントリー倶楽部

20年の歩み

造成中の鹿沼カントリー倶楽部(昭和38':;手) 開場風景(昭和39年 10月)

省豆診
年

27 

7 2 

27 

伝言長
1 

3 2 

3 10 

4 20 

5 8 

4 28 

10 20 

12 25 

北12番グリーン周辺にて、東久i盟稔彦氏外400名参事IJ、おごそかにJ也飢祭を挙行・0

コース進入路伐木より工事開始。

iむのj集地区地主協力会結成、土地利用の示諾を全員より受け、8月3日契約金支払。

クラブハウス起工式。

市道を、コース東側へ用地買収し付け主主え始める。

品f;飼神社主u也を同神社境内西陣に買収の上、ここに選座することに決定。
池の森小学校通学路倣買収の上新設工事着手。

古墳発掘、liilJ葬品多数出土する。

水in;u也井戸朝完成。

クラフホハウスの落成、北18ホールズの完成により 雌大なる l~fJ場式を挙行。 18ホール営業開始。

黄金コース用地買収交渉始める。

i 昭和39年、開場の年の主な出来事
~ ~ 6月新潟大地震。

i瞳 9月 義宮さまと津軽華子さん御結婚。
画 10月 東海道新幹線営業開始。

画 10月 東京オリンピック閉幕。

自信10月 池田首相退陣、佐藤栄作氏にバトンタッチ。
圭 云

r，mu，，，，，・・ ..m・'1111+"1111'-'11111叫111"''''11・1111"'1111・.1111・.mlO""‘1"'111““1111“"“ 11111・・11111''''''・<UHI・'"“ 11..“・・4・，，，，"111・IIU"OIIII・mll，r 
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領~

第 3園理事会(昭和47年 2月) タイから贈られた小象のヒロパ君と遊ぶ倶楽部近辺の
小学生たち (BS平日47年 10月)

南1-2の右側へ貯水池造成工事起工する。

社員寮「織の木荘」建築工事開始。

南コース18ホールオープン、 36ホール営業開始。

ゴルフ練習場開場。

I 41 I 9 I 25 I 台風26号のため練習場、北10スター卜ハウス全壊、風倒木200本、建物{削i等の災害甚大。

省互診
1 42 1 8 117 1林業必務所にて「きじJ15515)放鳥。

43 I 8 I 20 I 近年にない首・雨襲来落雷多〈ハウス周辺5か所、送屯線故障、待ち組掲示灯全域等甚大
なm菩となる。

9 I 4 I 林政部139号銃猟禁止区域指定。

省~
1 44 110 1 19 1 開場5周年記念競技実泊。

領互診
27 I水源地が東北縦I1・自動車道の敷地となるため日本道路公団との交渉成立、道路南側道に
面した地点へ移転。

10 I 17 I株式会社鹿沼カント リー倶楽部新経営陣にて継ゑ卒業運営開始。

10 



年譜

開通当時の東北縦貫自動車道(昭和47年 11月)

高松宮殿下ご来場(昭和48年 10月)

鹿沼カントリ ー倶楽部第1巨l理事会開催。

北16、17番ホール改造工事若手。

月H1'I1定休日を木af，(定休日に変更。

パブリケーション委員会にて会報「かぬま」発行決議。

北16、17番ホール改造終り修敵式挙行。

日

7
叩

2
幻

月

2

2

9

9

年

46 

22 11 

福島充代表取締役社長に就任。

柳田誠二郎取締役会長に就任。

高松宮殿下ご夫妻ご来場。

タイ固ノ〈ンコクの松凹嘉久氏から大阪万tWにて出生した象(ヒロノ，q が11¥(:られる。

東北縦lT自動車道、岩槻←宇都宮間開通。
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VIVI鹿友倶楽部六本木オーブン。

高松宮殿下ご来場。1

48

11

7

0 1 ~~ 1 
遁砂

クラブハウス増改築工事開始。

TBSテレビ圭三訪問に鹿沼カントリー倶楽部登場。
開場十周年記念式典挙行。黄金コース 9ホール、オープン。
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開場10周年記念祝賀会(昭和49年 10月)

年|月|日
49 I 10 I 12 十周年記念悦tl競技会。

1 

15 " 
" 

4 " 
11 I 13 X:[!J'~守男理事長逝去される。

黄金コース開場式 (昭和49年 10月)

1
50 
1 ~ 1 ペ鮎田昇平氏 .f)]!_~j恥就任。^
7 120 姉妹コース、脱出72カントリークラブがオープン n

領亘b
I 52 I 8 I 8 I VIVI鹿友倶楽部宇都宮オーフ。ン。

領~

M

6

 

8

9

m

 

qo 
p
h
υ
 南10番ホール手前に]1日ー車場を地設。

姉妹コース、 1;1・士御殿場ゴルフ倶楽部がオープン。

鹿友会 (60歳以上コ ンペ)発足。

キャプテン杯競技を新設。

10|;| 開場15周年記念競技実地。
11 I 1 I 福j詰軍夫が支配人に就任。
11 I I コースの会而的改修を笑施。池を地設 (北l番、北13番)

12 



白つる会(プロ ・シニア)を開催(昭和56年 3月)

日目|臼|

領~
55 I 3 

'
E
A
 

n
L
 

t
'
nり

9
&

，
 

.• 
‘

3
A
'
E
A
 

領亘診

明治会(明治お生まれのコンペ)発足。

年譜

黄金溜華料喬完成(昭和57年 3月)

クラブノ、ウス改造完了。(食堂拡張。男子浴室改装。女子浴室 ・トイレ ・ロッカ一室の移

設。)

ロッカーフィーが無料に。

キャディ労組が自主解散。

食堂に焼肉コーナーを新設。

ハンディキャ yプを「倶楽部ノ、ンディキャッブ。J'こ一本化。 (JGAノ、ンディキャップを不保用)
白つる会(プロ ・シニア)開催。

矢野登氏が理事長に就任。

スタート予約をコース内予約七ンターに一本化。

朴喜注氏(東京)が1日に 2度ホールインワンを達成。(北17番、賞金2番)

第一回夏季ファミリ一周遊サービスを実施。

黄金4番ホール改造が完了。使用開始。

北16番ホールおよび南7番ホールの池を拡張。

ハウス内売庖を拡振 ・改装。

バッグ重量オーバ一割増料金を撤廃。

北1番裏側に魁.車場を増設。

第10回鹿沼市民ゴルフ大会 (45ホール開放)

ロッヂを撤廃。近辺ホテル ・旅館と宿泊提携。

13 
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鹿沼カントリー倶楽部
年間入場者数の推移
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年 ' 年ー10 
年 可 q: .~ '1. 持a 可 q q. 司
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19日
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ニFlLfElT t 

省豆多

年 |月!日 |
57 I 3 I 27 

4 

5 

7 

7 

8 13 

10 1 

11 

12 31 

領豆診
158 I 6 I 

遁至診
59 I l 
3 I 1 
4 

5 I 1 
10 

12 

1212:;: 

※57年時を最大限の収容人数とみなし、以後は土曜・日曜のビジター抑

制など、むしろ「入場者数の削減」へと転換をはかつてきております。

政金沼i新橋オープン。

男子浴室をfl..i:，;長・改造。サウナルームを新設。
メンバーデー(第4日11M日)を設定。

黄金3番ホールのグリーンを修設。(使用開始)

社14r.t r械の木荘」を新築。
南14番ホールをロングに、南15醤ホールをミドルに改造。(使用開始)

キャディ荒天手当、および時間外手当を撤廃。

東北新幹線が開通。

大日毎日の営業を開始。

当倶楽部で関東クラブ対抗量産技予選を実施。

記録的なllJ手当に見舞われる。

武山久が支配人に就任。

降雪被害復旧工事に若手。

第3、第4日眼目を 「メンバーデーJに。

北18番ホール改造完了。

進入路つけかえ工事および駐車場拡仮工事完了。

開場;20周年記念競技を実施。
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l斗~逗l

IIP.平115911'-12月15(J、 161:1、21日、 22日、

2311の5日間にわたり、 1Jf.J場20J日年記念競

技が行なわれましたが、なか日の21日には、

記念の式典が、倶楽部J1IF'J~ ・ 委員の皆様、

そして地元政官財界より米資約250名のご

líl~席をえて盛大に挙行されました。

はじめに矢野登理事長が挽拶に立ち、r20

11~ ~frîのオープン当時のコツレフ場経営は、 な

かなか大変で したが、今では入場者a数 もlI!

内一。社長以 下、全主Ul一九の工夫努力が
今十lの繁栄ぞ築いたものでしょう。今後、

全ilの皆さんに喜んてもらえる構想も着々
と練っておられるようて\四ヰ4会も J;C~t~ し

て、いっそうの発展をJUJしたい'!)1:述べ、

続いて藤松正也常任胤川が「当倶楽部の繁

栄が、 )nt川や税金問iでも大きく地元にlti<<A
しています。ゴルフtLjも今後、競争力?激化

すると忠われるが、 この、、成人式νを機に、

さらにゴ.ルファーに喜ばれるコワレフ場づく

りに努めていただきたい」 と挨拶。

次いで、推j孝弘之栃木l\~副知事をはじめ

米筑各位より励ましの三葉があり、さらに

佐井勝一理事の特別表彰、知i品文雄日1)社長
の経過報告、永年勤続者表j訟と21Fりなく進

んで、故後に福島充社長が「皆僚のおfきめ

の言葉や今後のご期待に身の引締まる忠い

です。今後ら倶楽部の充実 ・発展に努力を

惜しみません。皆様の変ら必ご支援をfお闘

いしたい'!)!:謝僻をjlliべ、約 1時間半の式

典を~!l，~ ::J H:冬えました。

ー“『司・

開会の辞を述べる相沢正三理事。
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まず倶楽部を代表して矢野登理事長が挨拶。 次いで膝松正憲常任顧問が挨拶。

来 賓挨拶

栃木県副知事 ・推?孝弘之氏。 自民党県連最高顧問・小平久雄氏。

鹿沼市長 ・吉沢俊一氏。 今市市長 ・斎蘇昭男氏。

16 



衆院議員・船田元氏代理・小林秘書。

開場20.周年記念祝賀

足手IJ銀行常務取締役 ・大谷武二氏。

謝辞を述べる糊鹿沼カントリ ー倶楽部

福島充社長。

17 

鹿沼商工会談所副会頭・福田武氏。

祝賀式典風景。

経過報告をする醐鹿沼カントリー倶楽部

福島文雄副社長。



倶楽部発展の功労大として理事会特別表彰を

受けた桜井勝一理事。

永年勤続者表彰。

記念競技表彰式。

18 

の音頭で乾盃。

閉会の辞を述べる田海義明理事。

1 
司会をつとめた武山久支配人。



フェアウェイ J決IIS; ，!~

フェアウェイ令作 需が吹きぬけるヒfi.コー

スが少しずつflらの i・I;Uをdltりはじめる。

h土しい浅さの1:11f;-ゅう、ひっそりと 11l~ っ てい

た自由に見えて、その夫、 mらたなチTレンジ
を交uてl'!:勺技を、 t見詰iし品tけてレたかのよ
フに。
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エ

手五紋な〈炎熱を降りそそいだJ、防が、ょうや

( 114 に何I~ 、思いがけな L 、 irï.風が 1 1k~らし蛸i

のjHをのせて舶を打つ。

カ十カ十方十 ・。 1:1~!.， ~の 1"1化の・腕。

ホールアウト]I¥].i!iかなJ止Eりが.2、に粁やかに

なるのは、 クラプハウスで'f，¥ゥビールのせい

t~'lt て"tt.なレのかも ~jl れない。
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すべてがハザードに変身寸る冬。
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ぎ、 d車〈なる。

22 



寄稿

Y音黒時代込を経て
長理一一一正沢目口

牛
小
1

~，と き

「碁敵は憎さも憎し懐し一』私には、二れに似たゴルフ敵が三人い

る。 一人は、元いた会社に、 二人は今の会社lこし、 る。

元来お人好しで、ゴ〉レフの時の勺握り方砂が甘L、。裂を返せばゴ

ルフに限っては「天拘」である。、、天祐。によってたまたま良いスコ

アが出る事があるのを、己れの腕の如く過信 し、 ついつい不利な条

件で *握る治ため、ハンデを上げていながらグロスで引き離される

事が常時となっている。

己れの不甲斐なさに胞が立ち、最後に「吹っmし」 を掛ける。強
引に「ルールブックにある」と揚言し、拒否権を認めず実行した結

果、十数年間で一人は80%、一人は95%、一人は 100%の 「吹っ消

し率」となっている。

二年程前の某目、名物のニューセントアンドリユースでのの私物

コンペ。の際、相、は絶不調で、池中へロストポール15佃の新記録守

出したが、その時、例の11大っ消し率 100%のA氏仁、 (f皮も不調であ

ったにもかかわらず)すでに8ホール目で大f!xけしていた。臨時特
例で、ハーフて・吹っ消しを掛けたところ、アベコベに倍相 となった。

その後17番ホールては、またまた敗けが追加してし まった。

ところがここで再度吹っ消しを掛け、相手のO.B 1: ~~球とに 11)) け

られ、自分もトリプルを叩きながら見事に吹っ消し成功と相成った。

当方にとっては会心、先方にtつては泣き切れない仕儀で、今だに
時々、格ft干の話題となっている。

今まで何回 も危うい場面があったが、 不思議と吹っ消しが成功す

る。悔しがる相手に、私には正義の味方がついてい ると 言っては、

なお悔しがらせて、ニタついているのであ る。

ゴルフi'始めて18.i'J三。 最初jの六年聞は躍進制。前後約10iF-聞は混

迷期が続いた。肉体の衰えを自覚せず、 飛ばなく なったのを無茶苦

茶に掻 り回してスコアぞ乱し、かえってドライパーが 130メー トル

くや らいになり、 泣き抜いた。この間のスコアカードは全部捨てて し

まった。い‘わゆる「暗黒時代」である。日本の歴史にも ブラ ンク時

代があったそうだが、 ζれも同じ事かなと妙な一人合点をしてい る。

長い低迷舎迷いながら過ごし、ょうやく自分が衰えた事を自覚し

て飛ばす事を断念した時から、かえって安定したスコアが出る よう

になった。 ζの問、 ドライパーを 6回も取り替えたが、 道具.ではな

く腕を取り替えなければと知ったわけである。そのうえ、 自分自身

の工夫で中村プロ、樋口プロを真似てスウェー打'i法ぞ開発、今では

180メートル、たまには200メー トルι喧える打球守出すようになっ
て、一人ほくそえんでいる次第であ る。 (東野交通(掬 社長)
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寄稿

‘ ..... .:<; 

すばらしい

自然環境をいつまでも
阿部文治問ノザ判ヤ 7相 =Ui毛)

このたび鹿沼カントリー倶楽部が開場20周年を迎えました事は、

会員の1人と して誠にご同慶の主りでございます。心より御祝を申

し上げます。

当倶楽部は、皆拡ーこ;、存知の通り、西北に日光連山が夢幻の絶景を

呈し、東南には筑波山が美しい裾を見せ、静かな黒川の悠久の流れ

絶えぬ、文字通 り山紫水明の地にあります。四季折々に花咲き、ノj、
鳥唄う自然環境は、昔と少しも変わる事なく、鹿沼をふるさと とす

る我々の心をなごませてくれます。

経済の発展により変わりゆくふるさとの中にあって、 当倶楽部が

いつまでも 自然の索11，守ら しさを伝えてくれる事を望んで、やみません。

きて、 生活が盟かになると同時に人々は健康管理にお金を使うよ

うになり、それに伴ってゴルフが次第に盛んになりま した。 日本の

ゴルフ人口は、今や1千万とも 2千万とも 言われております。

ゴルフ場の数も1，300を越えたとかで、これは米国、英国、オース

トラリアに次いで堂々、世界4位に位置するそうです。まさにゴル

フ先進国、スポーツ先進国にふさわしいものがあります。

次回のソウル ・オリン ピックからはゴルフも競技種目の 1つに加

えられるとか。日本だけでなく、 世界的なゴルフブームにますます

拍車がかかりそうです。

お隣りの中国にもゴルフ場が誕生するとか|制いていますが、聖子号誌

を"r棒球」と呼ぶ国ではゴルフを何と 名付けるでしょうか。戦時中

の日本ではカタカナ使用が禁止されたため、ゴルフは「打球」ゴル

フ場は「打球場」フェアウェイは「芝地」ラフは「野地」 ノfターは

「短杖」キャディは「打童」などと帆改名'したと の事ですが、中

国ても恐らく はこれに近い言葉が使われるのでしょう。

いずれにせよゴルフがますます大衆化される事は喜ばしい事です。

今後も鹿沼カン トリー倶楽部が限りなく発展し、我々ゴルフアー

を楽しませ続けてくれます事を祈念し、あわせて皆様のご協力をお

願い申し上げます。(側阿部商会 社長)
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寄稿

想い出の桜並木
田津義明(理事食堂委員長)

IIH場20}閏年おめでとう。その記念祝賀会のとき万才三隅の音~Ii を

とって白目前に戻り、いささか興官気1，*でオープン当時のことを揺り

j生った。

芝張りはしてあったが、 ドロだらけのコースで、 クラブのほかに

スバイクのドロ落としの持切れを持ちながらプレーをしたこ とが思

い出された。あれから20年たったのか。 171いような、また遣い昔の

ような気持ちで、感無量なものがある。

現在ノfブリケーション委員をされている N氏とは仲好しフレンド

で、 H~l場当 H寺は三 日あけずにj且ったものだ。今考えると、よく 11院が

あったものだと感心する。いつも二人でドロ落としの棒切れ念持ち

ながら、スバイクもズ、ポンもドロだらけでドロンコポールを打つ絡

好は、決・してスマー卜なものじゃな L、。当時のスコアLt.二人とも同

じ程度の75くらいと記憶する。これはハーフですヨ。

20年もやってきたんた事から、今じゃ?……と聞く 人もいる。まァ、

シングルまではいかなかったが、かなり上述したサ。

当時のコースには何ひとつ風怖をi添えるものがなかったので、 ft_
木でも進入路かスター卜に植えてみたらと}~.'.ぃ朕の木400本を寄I!刊

させていただいた。

しかし、 当時=の倶楽部(稿品社長が引継寸前)では、せっかく植

えても、支柱はしないし、杉ゃ雑木の下てなんの手入れらしい事も

しない。あまり似の木が可愛そうなので、通るたびに横芽を取った

りしたが、このくやらいでは知れたもの。 当時のゴルフ場側ては金も

なく人子もなく、すべて元気がなかったように忠われた。その後か

なり枯れてしまったが、今残っているものは不況に?不辿に?強い

11~わtカのあったものばかりといえよう。

ここ敬ヶ年、情品社長は、この粧のii:t:jm.lの頃には必ず写真をf沿っ
て送ってくれる。そして 当時をしのび、大きくなって立派に咲いた

と喜びを書き添えてくれる。その心棋に私はいつも感謝 している。

桜の並木を通るたびに、いつまでも若さ(? )を保ちプレーできる

事を願う。

最近の当倶楽部は、人間関係といい、サービス といい、コースの

状況 tいい、今昔の!惑がある。この事は衆目の認めるとニろだが、

各ホールの古い見事な松の木が、松くい虫のため次々と姿を i ~í して

いる事は淋しい限り。代わりの樹を植えるなE倶楽部も努力をして
おられるようだが、なんとか良い知恵はないものか。

今後・とも愛される鹿沼カントリー倶楽部としていつまでむ発展さ

れる事を望んでやまな L、。 (悶津工業側 社長)
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二十年を顧り見て
桜井勝一(耳時

寄稿
鹿沼カントリー倶楽部開場20周年、誠におあでとうごぎい ます。

その20周年の記念式典が昨年12月21目、 当クラブハウスで盛大に取り行なわ

れました。街J~を賓には県の政財界のトップの方々ばかりをお迎えしての式典に

て、鹿沼カントリー福島社長の常日頃の公私にわたる各[J交際の広さを改めて感

じ入った次第です。

その席上、 不肖私が20年間にわたりメンバーとして最多数来場したという事

て¥思いもかけず理事会特別表彰の栄を得、万感胸に迫るものがありました。

和、といたしましては、 特別な事をしたわけではなく、ただ好きなゴルフを続

けてきたに過ぎず、このような一生の思い出に残る表彰をいただけましたのは、

鹿沼カントリー倶楽部を愛する先輩および友人の皆様、鹿沼カントリ ーの関係

者の方々の御協力の賜物と心から感謝いたしております。

!克沼カントリー創立 と同時にゴルフを党え、それまでの趣味は全部返上し、

コツレフのfffjとなり、 幸い鹿沼カントリーが車で10分程の所にあったこと から、

我が家の庭のような気持で通い続けました。もともとは当時80キロの体重を何

とか減らすべ〈始めたゴ、ノレフてやすので、 2年間で元の体重63キロに戻ったl時は

本当にゆ:しく思いました。

今、 20年を振り返り、ゴルフとは何であったかを考えま すしゴルフ11c-面
白く、その反I師、難かしく奥の深いスポーツは無L、とい う結論に達します。そ

して、つまるところ、 自分との闘いであるところにゴソレフの而臼さがあり、飽

くこと のない所以があるのだと思います。

始めて聞もない頃は、毎日練習に練習を重ね、今度こそ と意気込んで.コース

に行き、思うようなスコアでプレーできず、空しく帰路につく事が何度あった

でしょうか。でも、まだま t.:.'練習が足りないのだと心に言い聞かせて、黙々と

練習に励んだ事を思い出します。そして、時には良いスコアが出たり、ま た崩

れたりの繰り返しを続けながら、少しずつ上達してきました。当時のアシスタ

ントプロにも良き指導を受げられた事が、非常に幸いしていると思います。

ゴルフは、体力に恵まれ運動神経の発達している人が有利で‘ある事に異識を

挟みませんが、同等の場合は、力、 技術よりも精神面の強固な人の方がより強

いゴルフ、粘りのあるゲームができる事を、長年にわた り、 イヤと いうほど体

験してきました。「ドライパーはショーであり、 パットは金である」という有名

な格言 も、まさにその通りであると思います。

今後、競技委員として技術向上に励む事は申すまでもありませんが、好むと

好まざるにかかわらず、後輩にアドバイスする機会が増える と思います。その

ような折には、基本的技術はもとより、精神力の強化、 パットの大切さに力を

入れて行きたいと考えます。

!泥沼カントリー倶楽部も、創立20周年を基に、さらに30周年をめざし、一段

と飛躍されんことを祈ります。 ((却桜井鉄工所 社長)
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月例杯平均ストロークによる

全45ホールの難易度調査

唖三》 No 2 3 4 5 6 7 8 9 TOTAし

メ ー トル
370 176 265 412 443 141 339 352 446 2，944 (BACK.BG) 

/'¥ 4 3 4' 4 5 3 4 4 5 36 

ラ 平均
4.43 3.85 4.84 5.23 5.73 3.98 4.93 5. 17 6.19 44.35 スト ロー ク
」ー 一一m昭和60年 2月24日・ Aクラス月例杯競技者156名の平均ストロークです。 〈天候)6青・強風

意外に雛度が高いデータが出た北 3悉ミドルホール。 予想通り北アウトて'総度No.1 1])北 4番ミドルホール。

~ 
No. 10 11 12 13 14 15 16 17 18 TOTAし

メートル
(BACK.BG) 453 342 151 416 453 288 264 155 351 2，873 

/" 5 4 3 4 5 4 4 3 4 36 

平均
5.38 5.65 4. 16 5.00 6.03 4.60 4.67 3. 78 6.02 45.29 ストロ ーク

m 昭和60年2月24日・ Aクラス月例杯娘役者156名の平均ストロークです。天候〉晴・強風

やはり錐もが難しく感じる北11番ミドルホール。 平均ボギー以上の北12番ショートホール。
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ぜり
No 

4 5ート|
メ ト Jレt
(8ACK:8Gi - 302 i 453 141 334 34B i 3 

6 7 

62 206 1 292 445 1 2， BB3 

4 3 4 4 ' 3 4 5 36 
ーー-一一

平均
ストローク 4.53 ! 5.61 3. 79 4. 94 I 4 . 90 : 5 . 

一 ーーーーー ー_ _L 
02 4. 21 15. 17 5 . 80 I 43 • 97 

:::昭和59年11月18日 .Aクラス月例侭餓妓者174名の平均ストロークです。 天候、暗のち.・1数A.

比較的、易しい商 l訴ミドルホール。 南 41iFミドルホール。距離のおjに銚しい 2

唖B
No. 

メ ートル
(8ACK'8G) 

/~ 

10 11 

一ート-
4i4 

平 均 Î  ~" I 
14.7B ! 5. トロー ク1'"'0 1 

12 13 14ナJつ司 17

目 -1一一-l一一一斗一一
3 I 4 ' 5 ! 4 : 3 I 5 

4. 12 5. 05 r6. 23 14. 75 3二7618
l一一一ーム

18 ITOTAL 

394 1 3，01 1 

4 I 36 

5.29 144. 73 

ポ昭和59年11月18日 ・Aクラス月例綜続技者174名の平均ストロークです。 天候、目青のち_.微風

南インの両ロンクホール{草、比較的、難度か高くなったー左か南14番、右か17番
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m昭和60年 l月13日・ Aクラス月例杯競技者142名の平均ストロークです。4天候}日青・無風

黄金の雑居l:No1 (ま二の 1;番ロングホール。

『ネ既言平』

競技委員長

桜井勝一

この 6番も難しい，

今1111 の世Iß.幼 li凋伐の結果を彩、(;t大変興l川~ 1:>も っ てnっておりまし

た。人:)j は 、在、の (.;t!.t j!!lりのが;~~となりましたカ人 ilt も(;赴.!$rトであ

ったのが北の l需 ミドルホールよりも北 3i存ミドルホールの )jが、l'

g) スコアヵfdJi くな っ た・j~。

ちなみに北 l 併の‘Ji.J~)スコアは1.・13、 Jじ:~ d干は・1.8<-1ということで¥

私の f氾!とは全<j~のtJi県でした。

j11'.l1lそいろいろ，也いめくがらせてみましたが、 lつには、北3舟(;t

距離が~'，( ~、ため、シングルプレ ーヤーがノ fーディ 一割 l~ 、に 11'，てティ

ーショットをJdiにブラせてしまう・jc、 もう 1つは、やはりグリー

ン子JiijをノfンカーがガードしているかL、ないかの差カ;mたのではな
いか t思います。 また、フェアウェイfiサイドの立ち木が微妙に113

特を及ぼしている 'J~ も私の経験から与えられます。

北18ifiミドルホールの‘Fi.だjスコアカfo.02とダフツレポ.ギーを越えた

がちな外でした。フルパックか らはかなり慨しいホールて.すが、お

そらくはフェアウェイカf二J:~1~ '11でコンディションがil時点て‘なかった

せいもあるかと足、います。

総体的にAクラスとしては ltfEより百:;l、千均スコアとなりました

が、芝がIiiiぴ、附イl芙も良〈なった頃に再び同じ調査をすれば、まt.:.

~った結よI~が 11 '，るでし ょ う 。
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画倶楽部選手権歴代優勝者 ー理事長杯歴代優勝者

(1968年一1984年) (1968年一 1984年)

1968年 野 :尺 茂 1968年 古 i尺 i羊 一

1969壬F }也 l王l 日召 1969.i:!三 呉 山 目回 圭

1970i:!三 町' ヲム 11主 1970.i:!三 一 光 東イ二一

1971年 法IJ {変 史 1971年 桜井 !跨

1972年 |二u ゑ直 1972王手 村 松 -k住

1973斗三 司〈 武 1973年 手吊 土lヨ 彦ニ郎

1974斗三 斎 日露 日券 明ー 1974.f1三 Jj白=21 梨 豊 英

1975.i'p ネ111 LLJ IJL 1975年 発生川 ヲム

1976壬F 斎 藤 春 1976i:手 大塚 要 11三

1977 i:1:o. 暮 -声t-'" 1977.i:f 大橋 育. 夫

1978年 得 ifl‘si，Z p 一 良日 1978.fp ~腎J iWli 初見一
一

1979年 111 任l f呆メミ!!r) 1979年 i度 i互 主住

1980.if三 LLJ 回 保太郎 1980年 I長 府] 五郎

1981年 斎 百長 千谷 1981正子 五十嵐秀夫

1982年 佐々木 主雪ト 戸」ヨzu=z •• 1982年 金 子 靖 男

1983年 佐々木 宅~三Z星ヨFzr • 主""主. 1983.fp i}~ 正

1984i:p 得 古E 一 虫日 1984年 耳長 田 新一郎
一
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Chαmpion 

圃セニア選手権歴代優勝者 圃グランド・セニア選手権歴代優勝者

( 1970年一1984年) (1979年一1984年)

1970年 i美 見 栄 一 1979iF- 田 村- 角十郎

197Jiド J 11 本須恵男 1980年 武 石 小二郎

1972:年 森 一 良1) 19811:1三 括t 133 栄一

1973勾三 J 11 本 須恵男 1982年 it 石 小二郎

1974年 大 /仁、I 一 艮 1983il三 i畢 守 夫

1975ii三 回 上達 桔't 1984勾三 2円1二三 木 日券

1976年 東 武
圃キャプテン杯歴代優勝者

1977iド ~t 国 j問

1978年 四. J 11 勝夫 ( 1979年一 1984年)

1979年 ik τEと1 美 芳 1979ifミ 北村 ~~In 

1980王F 武 石 づ、二二J!.s 1980年 佐々木 喜: 'ii‘zーL，J ，' 

1981.iF- 才妄 井 甘芽 1981正ド ヰヒ 村ー キ屯

1982年 山 久 男 1982壬ド 広 旺i J大 ま住

1983年 夷 亀道 次 1983年 i畢 守 夫

1984年 大橋 清 1984年 斎 藤 千令
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-圃・・・・・ ・・圃・・・ ---- ・・・・・・・・・ ・・・・圃園田・ ・・・園田・・・

‘-‘ ・・・・圃・・圃・・・・圃・・圃・・・・ ・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・ ・圃・・・圃・圃・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・E
-------・圃岨・・・・・・・・・・・

-------・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・圃・・回・・・・・・-・・圃・・・・・・・ ・・・圃・・・・・・・・圃園田園・・・ ・園田・・・園田園
圃・圃・・・圃 司・・・・・・・

園田園園圃-・・・・・・・・園田園圃圃園
圃圃園田園.--.-

国新駐車場・進入路が完成、

ハウス前も造園されました。

昨年より進めてまいりました駐車場拡張工事が

昨年10月をもちまして完了いたしました。

これまで駐車場のスペースが十分でなく、とく

に土曜・日曜には皆様にたいへんご迷惑をおかけ

いたしておりましたが、従来の第 1駐車場に加え、

新たに第2・第3駐車場を増設、これまでに比べ、

約100台増の390台収容が可能となりました。従来

よりも駐車場からクラブノ、ウスまでが多少速くな

り、ご足労をおかけするかと存じますが、何卒ご

容放下さいますようお隠し、申し上げます。

また、これに伴いまして進入路も改造いたし、

クラブノ、ウス前もロータリー形式に造園するなど

整地いたしました。

改造工事中、 長 らくご迷惑をおかけいたしまし

たことを心よりお詫び申し上げます。

・・・・・・・圃圃 圃園田園・・ ・・・・・・・園圃園田 園圃圃園田 園・・・・・・- --・・・・・..・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・園田園・・・・・ ・園田園・・・・・・・ ・・・・・・・・・-圃. .・・・・・・・E

-‘-------・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田・・・・固・・・・・圃・・・・園田・・・・・・・・・・・・圃園圃圃園田.
・・・・・・・・・・・園田 ・・・・・・・・・・・・園田園圃圃園田園・・ ー
・・・・園田・・・・・・・E ・・圃・・・・・・・・・・E・・・・・・・・圃・・・・
・・・・・・・ ・・・・園田

-・・・圃・・・・・ 置・・圃圃・・・・・--・・・・・・・・・ ・・・・・・園田・・・・・・・・園 田・・・園田

-・・・・圃・田・・・-・・・・圃・・・・・・・・・・・・圃
-・・・・圃---圃・・・・・・E-

倶楽部だよりl

.会員諸氏からの数々のご寄贈品、

誠にありがとうごぎいます。
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古市繁治氏(大宮市)

「歩経路用ゴムマ ット ・約20mJ

竹津孝雄氏 (鹿沼市) rサツキ・ 500本」

元木文ェ門氏(国分寺町) r五葉松 ・220本」

「男松 ・ 5本」

(掬ユー・エル・エー(東京都)

「営業用カーペットクリ ーナー・ 1台」

為慶太郎氏(川口市)

「当倶楽部マーク入ポールペン ・2，000本」

(昭和56王子より 毎年寄贈)

元木氏寄贈の五葉松。



三三 一言

プレーのしおり

.4月 l日より一部料金を改定さ

せていただく事になりました。

本年4月1日より下記の料金改定を実施させて

いただく司王になりました。

人件費及び諸物価漸増に対応するため、周辺ゴ

ルフ場料金も参考にしつつ、財務委員会にて検討

の上、最終的に理事会にでご承認をいただきまし

た。何卒ご理解ご了承下さいますようお願い申し

ーヒげます。

財務委員長 吉凹 稔

(1 )キャディフィーの改定

空がどT 4ノfック守 3ノfックマ

0.5R ￥1，700(旧1，500) ￥2，000(11:11，900) 

1.0R ￥2，300 (旧2，000) ￥2，900(旧2，600)

，*0ιRオ二パーする毎に 川オーバ吋に |
￥1，200追加 ￥1，400迫力11

※当倶楽部では、キャディフィーの割増料金(重

量・荒天・時間外な1::")はいっさい申し受けてお

りません。

(2)土・日・祭日のビジターフィー

￥14，000 (旧￥13，000)

※無記名法人会名(会員数63名)のグリーンフィ

ーにつきましても￥11，000(旧￥10，000)に改定

させていたt::きます。
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-国鉄宇都宮駅お迎え倶楽部パス

運行時間の変更について。

新幹線の「上野」釆入れに伴うダイヤ改11このため
国鉄宇都宮駅へのお迎えの倶楽部パス運行11キnnが
本年3月21日(祭)より -(;.記の通り変!1.':となりま し

たので、ご了承下さいますようお18Iil 、11"し上げ'ま
す。

~国鉄宇都宮駅前発

圃接続の主な電車

午前8時35分 (IFI8 11寺50分)

しI:J!He) (手:m;富者)
6 : 25 (普通) → 8 : 25 

6 : 53(特急なすの l号)→ 8 : 17 

7 : 18(新幹線あおば) → 8 : 11 



圃昭和59年度倶楽部選手権競技(南コース使用)

〈ファーストフライ卜〉

優勝得能 三郎

準優勝橋田 透

メダリスト 藤田新一郎

〈セコンドフライト〉

3f立大森洋一
3位坂巻 清

優勝 五十嵐秀夫(9) 3位石川敏広(4)

優勝の得能氏(左)と準優勝の橋田氏。 準優勝伊漂 巌(9) 3位池野 浩(8)

ファーストフライト i!T能 三 [!II

2 - 1 

藤大 小柄 EI j丘 T守谷 i?} 橋即応夷イ:i 1.反
IEI 称、杉 111下泌総 w能本的山 f色)11o 
瀞f 告1I
i'Y' 'n i二t二i 裕 ニ 辰 省 1111 迫観

目11 一一 透 'il. - il'll !111 男 三 次 i欠 蔵品目

セコンドフライト 五十t~ 秀夫

1 UP 

大石市怖 医I Ð~ 当:伊助J 阪」ヒ i也金福鈴 五石
lf，f，川 :Jt- 辺侃 i率的か IJI !ff- 子問木十川

大#・敏広 11二 汗i iE 在勝 武 J秀A 五
義勝 - JS 縦 lミ - i)'lj ifi nJi 夫外夫総

(3) (4) (11) (6) (6) (7) (9) (9) (3) (6) (8) (9) (10) (6) (9) (6) 
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言E曹言

予選 決勝

圃グランドセニア選手権(昭和59年度)
・予選10月19日(針 :決勝10月28日(日)

・各18H.S.P(スクラッチ)北コース

・年齢満60歳以上

，......-̂ーー問、 ，_.....，._一一、

)1出位

f長)j券

準優勝

3 位

4 位

5 位

氏名

青木 勝

名児耶達夫

田上達樹

坂本平一郎

知久田勇次

OUT IN OUT IN TOTAL 

38 46 41 43 168 

42 43 41 42 168 

44 45 41 39 169 

41 45 44 42 172 前列左から準優勝名児耶氏、優勝青木氏。

46 42 46 38 172 後列左から 5位知久田氏、 3位田上氏、 4位坂本氏。

~ 59年 9月度 月例杯(It;jコース)I圃 59年10月度 月例杯(北コース)I圃59年11月度 月例杯{市コース)
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くCクラス> IくCクラス> I<cクラス〉

T必勝目In 忠幸 4741 88 24 64 I後'勝吉凶彰一 4044 84 22 62 I即応波辺恒永 4143 84 22 62 

2位 l則 自11子 4748 95 30 65 I 2位杉山ブi子 5043 93 30 63 I 2伐採本安維 5044 94 29 65 

3佼上国体生 4644 90 23 67 I 3 t:i!. 111絞 IIJJ 48 46 94 30 64 I 3住民足 後O. 47 44 91 26 65 

4 f立本総縦労 4643 89 22 67 I 4位菅谷秀!ft 47 48 95 30 65 I 4 t，y' 伊藤粉治 4948 97 30 67 
5位逃雌満l!I) 49 48 97 30 67 I 5位原沢秀一 4748 95 30 65 15ft[. IQJiII 笠 4844 92 24 68 

6依池羽庄吉 4647 93 25 68 I 6位木村));Ij百J 48 47 95 30 65 I 6佼新n: 消 4849 97 29 68 
B. G 111口忠、幸 4741 88 I B. G 吉庇l彰一 4044 84 I B. G 泌辺恒永 4143 84 
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会報「かぬま」の当20周年記念号制作にあたり

ましては、お忙しい中、多くの皆様にご協力を!切

りました。ほんとうにありがとうございました。

皆校のお力添えに幸|れ、得る編集ができたものか、

甚だ心もとない次第ですが、なんとか発行にこぎ

つける事ができ、ほっといたしております。

さて、ひとくちに20王子と申しますが、 当時まだ

不惑の40i訟であった方が還暦を迎えるお歳になっ

たわけで、オープンまもない頃の競技表彰式の写

真などを見て今のご本人と比較しますと、さすが

に月日のうつろいを感じさせられます。

当時、鋭いショ y卜で勝ちまくった青年ゴルフ

ァーが、今はセニア入りをし、息子さんを辿れて

悠々とラウンドされている風景など見ますと 、な

編集後記

んとなく心あたたまり、時しい気がしてまいりま

す。

やがて、その息子さんの髪にも臼いものが目立

ちはじめる頃、同様にお子ーさんを辿れて鹿沼カン

トリー倶楽部にラウンドに見えていただけるなら、

倶楽部として、これにまさる喜ぴはございません。

親子代々、いつまでも変わらぬ愛着を伝え続け

ていただけるよう、今後とも精一杯の努力をして

まいりたいと考・えます。

30問年記念号をIl'rす頃にはii(tがどう変わるやら、

今から楽しみに、せいぜい写真を掛りまくってお

くとしましょう。

くパブリケーション委員会〉 事務局

会報かρよ開場20周年記念号(第26号)
.fillu1J/1I行fIl60.ij'-3月20円.発行/II{J干1160"ド4月 1日

-発 行/株式会社鹿沼カント リー倶楽部

栃木県脱出'ílj Ji~iDI Jî 545 - 2 'oli:.l占0289(75) 213l(代)

.編 集/鹿沼カントリー倶楽部ノfプリケーショ ン委員会

・印 刷/優和印刷株式会社
* Jl';.IHS文京区本駒込3-5ーl 浴;1，1;03(822)<1:311 <fU 
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日光東照宮

鬼怒川・川治温泉

鹿沼風辺

υ 
観光案内マρ。
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